
火 と 水

Miltonの 詩 の イ メ ジ

森 道 子

Miltonの 詩 にお け る火 と水 の イ メジ を、16世 紀 後半 か ら17世 紀 の英詩 の背 景 の 中 に捉 え

た い と思 う。 火 と水 は旧約 新 約 両聖 書 にお い て も、 カ トリック教会 のliturgyに お い て も、

中 心 とな る重 要 な役割 と象徴 を持 って い る。特 に、神 のpresenceを 表 わす 。教 会 で は、

Easterの 前夜 の 火 と水 の祝 福 は重 大 な年 中行事 であ る。

本稿 で は、21才の若 きMiltonの 傑 作0η 伽 刀40プ痂ηgげC励 ∫誌 翫 加め・(1629,Christmas)

とそ のcompamionpoemと な るはず で あ った未完 の7フz6飽 ∬のη(1630,Easter)と に焦

点 を当て る。

N2如 勿046を 完成 した時 のMiltonは 未 だ盲 目の予 感 す らな く、全 身 全霊 を傾 けて建

設 に挺 身 した 、共和 国 として の祖国 の挫 折 も夢 に も考 えな い、新 進気 鋭 の青 年詩 人 であ り、

叙 事詩 人 と しての 抱負 を親友CharlesDiodatiに 宛 て たE16gyWで 語 って い る。

ButhewhosethemeiswarsandheavenunderJupiterinhisprime,and

piousheroesandchieftainshalf・divine,andhewhosingsnowofthesacred

counselsofthegodsonhigh,andnowoftheinfernalrealmswherethefierce

doghowls,1ethimlivesparingly,liketheSamianteacher;andletherbs

furnishhisinnocentdiet.Letthepurestwaterstandbesidehiminabowlof

beechandlethimdrinksoberdraughtsfromthepurespring.Beyondthis,his

youthmustbeinnocentofcrimeandchaste,hisconductirreproachableand

hishandsstainless.Hischaractershouldbelikeyours,OPriest,when,

gloriouswithsacredvestmentsandlustralwater,youarisetogointothe　

presenceoftheangrydeities.

これ とほ ゴ同時期 に仕 上 げた 翫 加 勿046に は、ま さに後 の大 叙事 詩 の萌芽 とい うべ き も

の が全 て含 まれ て い る。

キ リス トの生涯 の始 め と終 りで あ るキ リス トの誕 生 と死 とは、 キ リス ト教 の暦 の二大 中

心 で あ る。即 ち、ChristmasとEasterの 祝祭 で あ る。 当初 、 キ リス ト教会 の典 礼 の重 点

は、Redemption(贈 罪 、救 い)で あ るキ リス トの死 の方 に置 か れて いたが 、 中世 か らは家
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(2)

庭 的 なChristmasの 方 に関心 が強 まった。 そ して、16世 紀 後半 か ら17世 紀 とい うMilton

に関 りの深 い時代の詩人 た ちはみな、 この2つ をテーマ に した詩 に挑戦 し、独 自の詩想 を

展開 してみせ る。多 くの詩人 た ちは、ル カ福音書 の記述 に忠実 に従 って、 キ リス ト生誕 画

に見 られ る ような具体 的場 面 を描 こうとす る。人 間の罪の贈 いのた めに身 を賎 しめて人 と

な り、馬小屋 の飼 葉桶 に眠 る幼 児 と母 マ リア。人 間 を救 うために神 自らが ひ と り子 を犠牲

にす る とい う、人 知 を越 えた神 の無限 の愛 に、た じろぎ、た め らう罪 に汚 れた人 間の姿。

その中で、Miltonの 翫'勿 め・046は 、LouisMartzも 言 って いるよ うに、"revealsitsown

peculiargreatnesswithaspecialclaritywhenreadinthecontextofotherNativity
(3>

poemsinthisera."と 異 彩 を 放 つ 。Martzは 、 こ の 詩 に 、"senseofpresence"の 欠 如 と

(4)

い うPuritanmeditationの 霊性 の特徴 を強調 す る。Miltonは 自 らの詩 的inspirationと

してはその場 に居合 わせ、生 れた ばか りの神 の子の足許 に贈 物 を置 くの に一番乗 りをあげ

よ うと意 気込 んでい る。た だ、人 間 としてその場面 に臨 むの は、幼児 キ リス トだ けで あっ

て、生誕 図 に馴染 み深 い他 の要 素 は皆無 であ る。特 に、常 に云々 され るの は、母 マ リアの

不在で あ る。Miltonが 強調 す るの は、前述 のE1卿Wに 彼 自 ら要約 して いる とお りで あ

る。

ButifyouwillknowwhatIamdoing(ifonlyyouthinkitofanyimportance

toknowwhetherIamdoinganything)-Iamsingingtheheaven-descended

King,thebringerofpeace,andtheblessedtimespromisedinthesacredbooks

-theinfantcriesofourGodandhisstablingunderameanroofwho ,withhis

Father,governstherealmsabove.Iamsingingthestarryskyandthehosts

thatsanghighinair,andthegodsthatweresuddenlydestroyedintheirown
(5)

shrines.

Miltonの 目 は、 神 の子 と して の赤 児 に だ け 、焦 点 が 合 わ せ られ て い る。 しか もそ の 子 は 、

か 弱 い 、 泣 い て い る赤 ん坊 で は な く、 人 性 よ り、 神 性 の 方 を誇 示 す る、 強 大 で恐 るべ き幼

児 で あ る。"theSonofHeav'n'seternalKing,""theInfantGod,""theirsovranLord,"

"thePrinceofLight
,""agreaterSun,""themightyPan,""Heav'n'snew-bornHeir,"

"ThedreadedInfant"と
、 王 者 た る永 遠 絶 対 の 神 の 子 の イ メ ジが 重 ね られ て、 最 後 に は、

"OurBabe
,toshowhisGodheadtrue,/Caninhisswaddlingbandscontrolthedamned

crew!l!と 、擁 で大蛇 を絞め殺 した強撫 双のHeraklesの 赤児時代のエピソー ドを動
(7)(8)(9)(1①

合 わ せ て い る 。"thyweepingeye,""babishcryes,""sweetJesu,""thefairInfant,"

α1>q2)(13)"weake
,""meekeMajestie,""softKing"と 、他 の詩人 たち に見 られ る、優 しく柔和 な赤

ん坊 の形容 は見当 らない。母 マ リアへの言及 は ご く僅 か で、 父な る神 の臨場 が濃 く感 じら

れ る。評論 家た ち はこぞって、この聖母 へのMiltonの 態度 を論 議 して きたが、J.G.Broad一

一20一



火 と 水Miltonの 詩 の イ メ ジ

(14)

bentは 、"thegodsdestroyedintheirownshrines"の1人 で あ る女 神Ashtarothの 描 写

(15)q6)
"Heav'n'sQueenandMotherboth"を"boldallusiveindications"と 指 摘 し て い る し

、

ロア　

そ の 次 の行 の"girtwithTapers'holyshine"も 、 カ ト リ ッ ク教 会 の聖 母 像 の 周 囲 の ロー

ソ クの 群 を、 皮 肉 っ ぼ くほ の め か し て い るふ し さ え うか が わ れ る。 神 の 子 以 外 に そ の場 に

居 るの は 、 擬 人 化 され た概 念Nature,Peace,Truth,Justice,Mercyだ け で あ る 。

また 、 キ リス トの 誕 生 とい う純 然 た る キ リス ト教 の 主 題 は 、純 粋 に キ リス ト教 の 言 語 と

イ メ ジ を 用 い て歌 わ れ るの が 常 で あ り、 中 で も、RobertSouthwell,JohnDonne,George

(18)

Herbertら は、"classicalimagery"を 意識 的 に回避 した。 その ような傾 向 に挑戦 す るかの

如 く、Miltonは 神 の子 の来 臨 が引 き起 こす異教 の神々 の破滅 の情 景 を頂点 に鮮麗 な異教 の

古典 のimageryを キ リス ト教 の もの に渾然 調和 させ て、処 々 に披露 す る。晩 年 の彼 の叙

事詩 において発展 され、錬 磨 され る、他 に類 を見 な い特 質で ある。 その うえ、異 教の牧神

Pan、 異教 の英雄Heraklesを キ リス トのイ メジに用 いては ばか らない。

この よ うなMiltonの 翫'∫θめ0舵 の特徴 は、彼のtwinpoemと 、当時 の詩人 た ちの同

テーマの詩 に登場 す る火 と水 のイ メジを究 明 する こ とに よって、 さ らに一 層浮 き彫 りにす

る こ とが で きよ う。

翫'勿 勿046に 二度描 かれ る火 は、 いず れ も旧約聖 書のcrucialな 事件 を暗 示す る もの

で あ る。

第一 の場 面 は、星 に導か れて3人 のmagiが 贈物 を携 えてや って来 る よ り先 に、つ まり誰

よ りも先 に、自 らの詩 を最初 の贈物 に しよ うと、若 い自信満々 のMiltonが"Heav'nlyMuse"
(19)

をせ きた て る ところで ある。 この態 度 を次 の態 度 と比 べ る と、Miltonの 自負 とHerbert

の謙 虚 さ とが実 に明 白で あ る。

TheShepherdssing;andshallIsilentbeP

　M

yGod,nohymneforthee?

神の祭 壇か らの聖 な る火 に触 れ られ た唇 は、Seraphim(熾 天使)の 炭火 に よって唇 を浄 め

られ て神 のmessengerと な る、偉 大 なイス ラエルの預言 者Isaiah(イ ザヤ)の 見たvision

を呈 示す る。

Thenflewoneofthesesraphimsuntome,havingalivecoalinhishand,

ω 砺 漉hehadtakenwiththetongsfromoffthealtar:

Andhelaid〃uponmymouth,andsaid,Lo,thishathtouchedthylips;and
　

thineiniquityistakenaway,andthysinpurged.
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詩 人 の預 言者 として の役割 は、Miltonの 強調 す る ところであ るが 、こ こで は、イザ ヤ とい

う第一 級 の預 言者 と自分 自身 とを大 胆 に も重 ね合 わ せ てい る。 その イザ ヤの見 た神 の 姿 は、

最 も聖 に して畏 るべ き、常人 の近 づ き得 ぬ神 で あ り、その描 写 はliturgyに もhymnに も用

い られ る、神 の顕現 中の顕現 と も言 える もので あ る。

IrltheyearthatkingUzziahdiedIsawalsotheLordsittinguponathrone,

highandliftedup,andhistrainfilledthetemple.

Aboveitstoodtheseraphims:eachonehadsixwings;withtwainhecovered

hisface,andwithtwainhecoveredhisfeet,andwithtwainhedidfly.

Andonecrieduntoanother,andsaid,Holy,holy,holy,ガstheLordofhosts:

thewholeearthガsfullofhisglory.

Andthepostsofthedoormovedatthevoiceofhimthatcried,andthe

(22)h

ousewasfilledwithsmoke.

第二の火の描写が暗示するのは、Moses(モ ーセ)が シナイ山上 で十戒 を授 けられる場面

である。やは り、旧約聖書の預言者 中の預言者 という高い位置にいる偉大 なモーセ と神の

出会いであ り、彼の生涯の中で、最 もcrucia1な 事件である。

AndmountSinaiwasaltogetheronasmoke,becausetheLorddescended

uponitinfire:andthesmokethereofascendedasthesmokeofafurnace,and
(23)

thewholemountquakedgreatly.

これは、新生児であるキ リス トに、十字架上の贋罪 とい う運命 を宣告する神 の言葉 に続い

て語 られる最後の審判のイメジに使用されている。人類 の救世主 とい うChristmasの 意義

に必然的に関る十字架上の苦 しみ と死 とは、短 く片付 けられ、す ぐさま、輝か しい勝利の

栄光 にとって代わ られる。

また、刀姥 ぬ ∬加 では、火 という文字 こそ使用されない ものの、火のイメジは一度だ

け登場 する。やは り、旧約 の偉大な預言者Ezekiel(エ ゼキエル)へ の畏 るべ き神の顕現の

場 に関連す る。

See,seetheChariotandthoserushingwheels

Thatwhir1'dtheProphetupatC加 ∂α7flood;

MyspiritsometransportingC加 鰯6feels,

TobearmewheretheTowersofSα1α ηstood,

OncegloriousTowers,nowsunkinguiltlessblood;

⑳T

heredothmysoulinholyvisionsit,...
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(25)

しか し、旧 約 聖 書 の エ ゼ キ エ ル の 見 たvisionに は"wheels"だ け で 、"Chariot"は 現 れ な い 。

AndIlooked,and,behold,awhirlwindcameoutofthenorth,agreatcloud,

andafireinfoldingitself,andabrightnesswasaboutit,andoutofthemidst

thereofasthecolourofamber,outofthemidstofthefire。...

NowasIbeheldthelivingcreatures,beholdonewheelupontheearthbythe

(25)li
vingcreatures,withhisfourfaces,

"Chariot"と 言 え ば
、 誰 に もす ぐ思 い浮 ぶ の は 、"achariotoffire"

去 っ た 、 さ ら に偉 大 な預 言 者Elilah(エ リ ヤ)で あ る。

とそれ に乗 って天 へ

Anditcametopass,astheystillwenton,andtalked,that,behold,'加7θ

αρ勿 α7α!achariotoffire,andhorsesoffire,andpartedthembothasunder;

(26)

andElijahwentupbyawhirlwindintoheaven.

"theProphet"と い う語 は実 に意味 深長 で あ る
。

この ように見 る と、Miltonに とって キ リス トとは、恐 るべ き怒 りを本性 とす る旧約 の神

ヤー ウ ェの子 で あ り、全 知全能 の栄 光 の創 造 主で あ る。 その神 の子 の足許 に一 番乗 りをあ

げて贈物 を献 げ る彼 自身 は、17世 紀 英 国の政 治 と宗 教 を糾 弾 し警告 すべ く、神 か ら選 ば れ

た預 言者 なので あ る。 それ も、 イザヤ 、モー ゼ、 エゼ キエ ル、エ リヤ とい った最 高位 の大

預 言者 た ちに匹敵 しうる もので あ る。

これ に対 して、 当時の 聖俗 の詩人 た ちの うちで は、火 は人 間 の男女 の愛 と神 の愛の 象徴

として用 い られ る こ とが多 く、 キ リス トの誕生 と死 を主題 とす る詩 で は、火 は神 の怒 りと

して では な く、神 の愛 のか た ど りであ った。

Andliftingupafearefulleye,toviewwhatfirewasneare,

AprettyBabeallburningbrightdidintheayreappeare;
(27)L

oveisthefire,andsighsthesmoake,theashes,shamesandscornes;

Tothee,meekeル1ご 加 ∫舵!softKing

OfsimpleOη66∫andsweet五 〇〃ε∫,

Eachofushis五 α〃2∂willbring,

EachhispaireofSilverDoves,

Tillburntatlastinfireofthyfaireeyes,

(28)O

urselvesbecomeourownebestsacrifice,
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火 のイ メ ジが用 い られ な くて も、 神 の愛、 あ るい は愛 の神 が焦点 で ある。

は、 貧 し く弱 く罪 深 い人 間の低 さ に まで下 った神 で あ る。

詩人の出会 うの

Didinpurelovedescend
(29)T

odiehereforthysake,_

Therehehathmadehimselfetohisintent
(30)

Weakeenough,nowintoourworldtocome;

IwouldIhadinmybestpart

FitRoomesforthee!orthatmyheart

Weresocleanas

Thymangerwas!

ButIamallfilth,andobscene,
(3D

Yet,ifthouwilt,thoucanstmakeclean.

ForGodbeforemanlikehimselfdidframe,
(32)B

utGodhimselfnowlikeamortalmanbecame.

詩人 は旧約の輝か しい預言者 たちのように、

地 に降 りた神の許に伏す態度を示す。

神の高みにまで昇る野心 はな く、人 となって

WhenthenoursorrowsweapPly

Toourownwantsandpoverty,

Whenwelookupinalldistress,

Andourownmiseryconfess,

Sendingboththanksandprayersabove,

(33》Th

en,thoughwedonotknow,welove.

AllafterpleasuresasIridoneday,

MyhorseandI,bothtir'd,bodieandminde,

Withfullcrieofaffections,quiteastray,
(34)I

tookupinthenextinneIcouldfinde.

そのような詩人たちの献 げるものは、打ち砕かれた 自分 自身であ り、
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Giftbetterthenhimselfe,Goddothnotknow:

GiftbetterthenhisGod,nomancansee;

Thisgiftdothherethegevergeverlbestow:

Gifttothisgiftleteachreceiverbee.

Godismygift,himselfehefreelygaveme:
(35)G

odsgiftamI,andnonebutGodshallhaveme.

八物伽 勿

あ ろ う。

046に お け るMiltonと 神 の子 との 出会 い と最 も対 照 的 な姿 はHerbertの もので

Lovebademewelcome:yetmysouldrewback,

Guiltieofdustandsinne.

Butquick-ey'dLove,observingmegrowslack

Frommyfirstentrancein,

Drewnearertome,sweetlyquestioning,

IfIlack'danything.

Aguest,Ianswer'd,worthytobehere:

Lovesaid,Youshallbehe.

Itheunkinde,ungratefullPAhmydeare,

Icannotlookonthee.

Lovetookmyhand,andsmilingdidreply,

whomadetheeyesbutIP

TruthLord,butIhavemarr'dthem:letmyshame

Gowhereitdothdeserve.

Andknowyounot,sayesLove,whoboretheblameP

Mydeare,thenIwillserve.

Youmustsitdown,sayesLove,andtastemymeat:

〈36)S

oIdidsitandeat.

次 に水の言及 に移 る。翫 加 め・046に 描かれる水は、 まず、風 も海 も凪いで、

夜を迎えている というところで、風の接吻を受ける大洋 の水である。

静穏な聖

TheWinds,withwonderwhist,

Smoothlythewaterskiss't,
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WhisperingnewjoystothemildOcean,

Whonowhathquiteforgottorave,
(37)Whil

eBirdsofCalmsitbroodingonthecharmedwave.

最後の行 は、平和の象徴 である鳩 を連想 させ ると同時に、勘 π読s6五 〇s'の二つの描写 を思

い出 させ る。

Dove-likesatstbroodingonthevastAbyss

(3⑳A

ndmad'stitpregnant:

Darknessprofound

Cover'dth'Abyss:butonthewat'rycalm
(39)Hi

sbroodingwingstheSpiritofGodoutspread,...

水 に浮 ぶ鳥 は、Miltonに とって神 の霊 の表象 で あ り、天 地創 造 と結 びつ くもの で あ る。大

天 使Raphaelのnarrationで は、天 地創 造 の大事 業 を父 なる神 に命 じ られて 、天 の門 か ら

出て い くの は、 キ リス トで あ る。

AndthoumyWord,begottenSon,bythee

ThisIperform,speakthou,andbeitdone:

MyovershadowingSpiritandmightwiththee
(40)I

sendalong,rideforth,andbidtheDeep.,.

TheKingofGloryinhispowerfulWord
(4DA

ndSpiritcomingtocreatenewworlds.

つ ま り、 この箇 所 に も、天地 の創 造 主 としての キ リス トの偉容 が、影 の よ うに漂 う。 丁舵

勘 ∬ガoπには、エ ゼキ エルが 神 のvisionを 受 け るChebar川 の み記 され て い るが 、葬 られ て

目に見 えな いキ リス トを偲 ん で泣 くこの詩 に は、 故郷 シオ ン を思 って はるか異 郷 のバ ビロ

ンの川 の ほ と りで泣 く詩 編作 家 の調 べが響 く。

しか し、翫 勧 勿046の 大 海 よ り も、7加Rz∬ 加 の川 よ りも、二 っ の詩 にお いて 、水

は涙 とい う形 で顕著 で あ る。 前者 で は、 イス ラエ ル の神 の顕現 を象徴 す る火 に対 して、異

教 の神 々 を覆 うイ メ ジは水 だ と言 って もよい。後 者 で は、詩全 体 に涙 が流 れ てい て、神 の

子 を弔 う詩人 の"mytears"が 主 要 な要 素 で あ る。 翫'勿 勿046の 場合 とは全 く逆 に、神

の子 キ リス トは墓 の中 に閉 じ込 め られ てい て 目に見 えず 、詩人 の みが 臨場 してい る。 これ
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はMartzの 説 明 す る 、Puritanmeditationに 対 立 す る と こ ろ のCatholicmeditationの 霊

　　ヨ　

性 で あ り、 翫'1乙,御066製 作 の 際 に と っ た 方 法 と正 反 対 な の で あ る 。Miltonの 目"Mine

eye"は キ リ ス トの 墓 の 岩 に 向 け られ て い る。 こ の涙 と 目 とは 、"literatureoftears"の 主

題 で あ る 「涙 」 と 「目 」 とを 思 い起 こ させ る 。

RobertSouthwe11が 大 陸 か ら持 ち帰 っ た と言 わ れ る"1iteratureoftears"は 、16世 紀 末

　

か ら17世 紀初 めの英 詩 に多大 な影響 を与 えた。発 端 は、 キ リス トの墓 の ほ と りで、彼 の喪

失 を嘆 き泣 くMaryMagdaleneの 涙 であ った。やが て、その涙 は、彼 女 に まつ わ る別 の エ

ピソー ド、 キ リス トの足 を洗 った悔悟 の涙 と結 びつ き、 当時 の詩 人 た ちの想像 力 を大 い に

㈹
刺 激 す る。Martzに よ る と、Southwe11か らHerbertに 受 け継 が れ、Crashawの7γz6

既 ごρ`3γとAndrewMarvellの 動6sα ηゴ7セα欝 で最 高潮 に達す るので ある。前者 は186行 、

後 者 は56行 の短 い とは言 えない詩 なの で、特色 を発揮 して いる連 を一 つず つ あげて お く。

Haile,SisterSprings,

ParentsofSilver-footedrills!

Everbublingthings!

ThawingCrystal1!Snowyhills!

Stillspending,neverspent;Imearle

(45)Th

yfaireeyes,sweetル1αg磁1672.

ThusletyourStreamso'erflowyourSprings,

TillEyesandTearsbethesamethings:

Andeachtheother'sdifferencebears;

〔46)

TheseweepingEyes,thoseseeingTears.

次第 に、涙 は単 にMaryMagdaleneの 流 す もの に留 まらず 、キ リス トの苦 しみ と死 を嘆 く

詩人 自身 の涙 とも、 キ リス ト自 らの涙 ともな り、テー マの幅 は広 が ってい く。

AprettyBabeallburningbrightdidintheayreappeare;

Whoscorchedwithexcessiveheate,suchfloodsoftearesdidshed,

Asthoughhisfloodsshouldquenchhisflames,whichwithhisteareswere
(47)
bred:

Threesortesoftearesdoefrommyneeiesdistraine二

thefirstarebitter,ofCompunction,

theseacondbrynish,ofCompassion,

thethirdaresweete,whichfromdevoutnesraine,
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andtheisdeversitiestheydoeobteine

bydifferenceofplace,fromwhichtheyrunn;

thefirstcomefromthemeditacion

ofallmysinneswhichmadeabittervaine,

thenextpassethroughtheseaofothersteares

andsoethatsaltnesseinthetastapPeares,

thethirddothissuefromChristswoundedside

andthencesuchsweetenesinthemdothabide.

NeverdidContrariessoewellagree
(48)f

orth'onewithoutth'otherwillnotbee.

Howdidstthouweep,

Andthyselfsteep

Inthyownprecious,savingteares!

IwouldIwere

Oneheartytear!

Oneconstantspring!

ThenwouldIbring

Theetwosmallmites,andbeatstrife

Whichshouldmostvie,

Myheart,oreye,

Teachingmyyears

Insmiles,andtears

(49)

Toweep,tosing,thyD6α 漉,my」 乙舵.

しか しなが ら、これ らの詩 人 た ちのmetaphysica1なconceitやhyperboleは 、Miltonの 共

感 を呼 ぶ はず はな く、涙 と目 とい う、詩 を構成 す る主 な る要素 に変 りはな くて も、新約 聖

書 の人物 の涙 か ら、 彼 に とって よ り一 層congenia1で あ る旧約 聖書 に描 かれ る涙 へ と目 を

転 じて い る。 η361翫 ∬ガoηはJeremiah(エ レ ミヤ)や そのLα 耀 痂'翻s(哀 歌)、 詩編 の

調 子 を帯 び、特 に詩 編137の"BytheriversofBabylon,therewesatdown,yea,wewept,
(50>

whenwerememberedZion"の 悲 哀 と慨 嘆 の調 べ を奏 す る。"Mineeye"と い う特 殊 な 言

い 方 もLα 辮6窺 α劾 ηsの"ForthesethingsIweep;mineeye,mineeyerunnethdown

(51)(52>

withwater"やPsalmsの"Mineeyeisconsumedbecauseofgrief"な ど に 現 れ る もの で

あ る。

〈53)

ここで、7劾 勘 ∫s加 の第8連 の山々、谷、森、泉に鳴 りわたるキリス トの死 を悼 む働契

が 八厩勿勿0虎 の異教の神々の聖所、社祠 のある山々、森、泉に餌す る歎息や咽び泣 きと

奇妙に共通す ることに読者 は気付かせ られ る。 また、9年 後 に 乙卿4α∫において余す とこ
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うな く発揮 され るpastoralelegyの 伝統 に従 った、

調 べが す で に聞 こ えて くるので あ る。

classicalimageryを 伴 う弔 問 と哀 悼 の

OrshouldIthencehurriedonviewlesswing,

TakeupaweepingontheMountainswild,

Thegentleneighborhoodofgroveandspring

WouldsoonunbosomallthirEchoesmild,

AndI(forgriefiseasilybeguird)

Mightthinkth'infectionofmysorrowsloud

(53)H

adgotaraceofmournersonsomepregnantcloud。

ForthemountainswillItakeupaweepingandwailing,andforthe

habitationsofthewildernessalamentation,becausetheyareburnedup,so

thatnonecanpassthrough〃z6〃z;neithercanηz〃zhearthevoiceofthecattle;

(54)b

oththefowloftheheavensandthebeastarefled;theyaregone.

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

注
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